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わざ言語がとらえなおす 
実践と教育
科学的言語に向けた「わざ言語」という問い　　生田久美子
わざ言語が看護教育にもたらすインパクト　　前川幸子
看護学生が学ぶ　時間という「わざ」　　原田千鶴
達人の「わざ言語」をもとめて　　奥野衆英／前川幸子
【連載】
リズムとからだ　「うまくいく」と「うまくいかない」の謎・3　　
伊藤亜紗

すべって，転んで，立ち上がるために　看護職生涯発達学から・3　　
佐藤紀子

看護教育，継往開来！・3　　江藤裕之・林千冬
優れた “わざ ”をどう伝えるか 
─技術の「背後にある意味」を教える・6　　阿保順子

「配慮が必要な学生」の学びにつなげる対応─臨地実習における
教育上の調整を考える・6　　松岡千代
学生なら誰でも知っている　看護コトバのダイバーシティ・6　　
木村映里

東西南北！ 学生募集旅日誌・12（最終回）　　高塚由香里

●高校時代は暗記は得意でした。ですの
で，覚えて答える試験ではよい成績を修
めることができていました。ところが大
学では，記憶しなくてはならないことが多
いのに加えて，今でいうアクティブラーニ
ング的な講義が中心だったため，記憶し
た知識をいかに「使うか」が求められ，た
だ覚えるのが得意という能力などはたい
して役に立たないことを思い知らされた
のでした。●解剖学に限らず，看護教育
においては記憶しなくてはならないこと
は膨大なので，学生は記憶にばかりエネ
ルギーを割きがちです。知識量を減らす
わけにいかない以上，いかに学生の記憶
へのモチベーションを上げるかに皆さん
力を注いでいることと思います。そこに，
「覚えたことを使う」経験を増やせば，知
識はより定着するのではないでしょうか。
さらには，「覚えるとどれだけ得か」という
釣りも，ありかもしれません。 ……大野
●幼い頃，国勢図会に掲載されている国
別貿易額やゲーム「信長の野望」の武将の
能力パラメータ，歴代年間 2塁打数の
ランキングなど，妙なデータをたくさん
覚えていました。とはいいつつ，それは
覚えようとして覚えたわけではなく，（何
がおもしろいのか）じっと眺め続けた結
果で，こちらの覚えたいという欲望や必
要に迫られた暗記はひたすらに苦手。私
にとって記憶は自分の思いと裏腹に懐い
たり離れたりする猫のように感じます。
●伊藤亜紗さんの連載「リズムとからだ」
では，吃音をボーカロイドなどに用いら
れている「モーフィング」で考察するとい
う展開になっています。さいきん，「ボ
カロで覚える」中学生向け学習参考書が
ヒットしていますが，リズムとメロディ
がからだに知識をインプットしていくの
は確かにわかります。そういう需要，看
護にもあるのでしょうか。 ……番匠
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学生のセクシュアリティに
向き合う

思考にきく発問

看護は，あまたの職業のなかでもとりわけ身体接触の多い仕事
です。他人の体にさわるとき，たとえそれが仕事であっても，「恥
ずかしさ」は消えるわけではありません。ですので，本来であれ
ば，その「恥ずかしさ」をふまえたうえでの基礎教育が求められ
ますが，現実的にはどうでしょうか？患者さんの「恥ずかしさ」
には視線が向けられていても，学生自身の「恥ずかしさ」は後回
しにされていないでしょうか？「『恥ずかしさ』を考慮して，接触
がある演習は同性同士で行うようにしている」と聞くことが多い
ですが，それでは現場に出ていきなり未経験の身体接触をする
ということになりますし，性的マイノリティの潜在可能性を考
えれば，単純な“同性同士”ということ自体が意味をなしません。
配慮しているようで，実は学生のセクシュアリティについて考
えることをスルーしているとも考えられます。
今回の特集では，身体接触と「恥ずかしさ」という視点を例に，
いまだ十分考慮されているとは言えない学生のセクシュアリ
ティに配慮した教育の方策について，特にマイノリティ側から
の意見を中心に提案します。セクシュアリティそのものについ
てですら，まだまだ正面きって論じられることが少ないですが，
患者さんのことを考えるその前に，教員は学生のことを考えて
いただきたいと思います。基礎教育の段階で自らのセクシュア
リティに向き合う経験は，必ず臨床現場で役に立つはずなので
すから。

■看護教員はセクシュアリティをどこまで意識
しているか …………………………齋藤益子

■教育においてセクシュアリティをどう実感す
べきか─身体接触の視点から考える ……
 ………………………………………松崎政代

■現場に出る前にセクシュアリティの視点の確
立を …………………………………平田研人

■性的マイノリティの存在を意識した看護教育
を望む ………………………………浅沼智也

■医療体制そのものに性の多様性をもたせよ
う！─意識改革より制度改革を …沼崎一郎

【2017年 2月号（Vol.58 No.2）】

キャリアを支援する赤十字看
護専門学校教員ラダー

【2017年 1月号（Vol.58 No.1）】

教える力を養うための 
継続研修を

【2016年 12月号（Vol.57 No.12）】

身体知をリベラルアーツに

【2016年 11月号（Vol.57 No.11）】

使える「患者役」になろう！
【2016年 10月号（Vol.57 No.10）】

「病態関連図」を 
おもしろく！

【2016年 9月号（Vol.57 No.9）】

さぁ、臨床判断モデル

「発問」は，看護教員養成講習会などでは頻出のテーマですし，
教育のうえで重要だ，と認識されていることかと思います。先
生方は，学んでほしいことを伝えるために，日々発問を工夫，
実践されているのでしょう。とはいえ，教員の思い通りにはい
かないのが世の常。学んでほしいことはたくさんあるのに，ど
のように発問すれば自分の思う教育ができるのか，発問のハウ
ツーはないのか，という悩みのお声も多く耳にします。看護基
礎教育は，専門職養成であり，国家試験もあることから，教員
が「教えなくてはいけない」と思っている内容が過密です。発問
をして返事が早くほしいのに，なかなか学生たちから反応がこ
ないとなると，発問の方法が間違っているのではないか，と不
安にもなります。
しかし，もしかすると，こうした悩みは「発問」についての誤解
が原因になっているのかもしれません。発問は，教員が教えた
いことを伝えるツールではなく，「学生の思考力」を養うための
もの。主役はあくまで学生の思考です。講義や演習，実習と，
それぞれの場面で，それぞれの学生が何を考えているか，その
思考を注意深く聞き，発問をすることが，学生のそれからの思
考にも効いてくる，と考えます。
今特集では，「発問」とはどういうものかを概説し，発問をつく
る前提として必要な思考の転換から，看護教育の現場にそくし
て，その必要性と実践例をご紹介します。

■「発問」づくりの大前提─真に思考を促すため
の，学習者観の問い直し …………藤江康彦

■実践的思考力を育てるための「発問」 ………
 ………………………………………池西静江

■効果的な発問例について
生活的概念から科学的概念へつなぐ発問 
 …………………………………… 池西静江
グループワークを促進する発問 …………
 …………………………………… 石束佳子
シミュレーション教育における問答型の 
発問 …………………………… 阿形奈津子

■経験型実習教育に欠かせない発問の力─
オープンリード，リフレクション，‘I’メッ
セージ ………………………………安酸史子
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